
9．原子力災害時の医療の実施体制
（安定ヨウ素剤・避難退域時検査・簡易除染を含む）
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PAZ内住民に対する安定ヨウ素剤の事前配布

地 区 住民数（人）
配布者数

（人）

おおい町大島 ７４６ ５９５

小浜市内外海
（泊地区・堅海地区）

２６９ ２６０

合計 １，０１５ ８５５

※対象住民数
福井県：平成28年12月現在

※配布者数
福井県：平成29年2月現在

 福井県おおい町及び小浜市では、安定ヨウ素剤の住民説明会を開催し、同時に事前配
布を実施した。福井県では平成２９年２月現在、８５５人に配布した。今後も継続して、未
配布者に対するフォローを実施。

 平成２８年度より乳幼児向けのゼリー状安定ヨウ素剤についても事前配布と備蓄を実施。

PAZ

福井県

内外海地区

小浜市

泊地区

堅海地区大島地区
おおしま

おおい町

うち と み
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PAZ

UPZ

福井県における避難住民等に対する安定ヨウ素剤の備蓄状況と緊急配布

福井県内：５３箇所中
大飯地域周辺備蓄１３箇所

安定ﾖｳ素剤備蓄場所

県及び市町職員により、安定ﾖｳ素剤の搬送を実施

計４０箇所

一時集合場所等
（計４０箇所）

おおい町：４箇所
小浜市：１７箇所
高浜町：５箇所
若狭町：４箇所
美浜町：１０箇所

安定ﾖｳ素剤の緊急配布を実施

（凡例）

：安定ヨウ素剤備蓄場所

：安定ヨウ素剤緊急配布場所

 避難住民等に対する安定ヨウ素剤の緊急配布に備え、福井県は計53箇所の施設に合計で丸剤
1,920,000丸と粉末剤18,000ｇ及び乳幼児向けのゼリー状安定ヨウ素剤○包を備蓄。

 緊急配布は県及び関係市町職員が、備蓄先より一時集合場所等に設置する緊急配布場所に搬送
の上、対象住民等に順次配布・調製を実施。

 原子力事業者は、福井県から要請があった場合は可能な範囲で備蓄している安定ヨウ素剤を貸与。

＜福井県における安定ヨウ素剤の備蓄場所＞
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京都府における避難住民等に対する安定ヨウ素剤の備蓄状況と緊急配布
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京都府：２６箇所

安定ﾖｳ素剤備蓄場所

府及び市町職員により、安定ﾖｳ素剤の搬送を実施

安定ﾖｳ素剤の緊急配布を実施

一時集結場所等（計○○箇所）
きょうとし

京都市：６箇所
まいづるし

舞鶴市：３２箇所
あやべ

綾部市：６箇所
なんたん

南丹市：４箇所
きょうたんば

京丹波町：６箇所

PAZ

UPZ

（凡例）

：安定ヨウ素剤備蓄場所

：安定ヨウ素剤緊急配布場所

舞鶴市域
32箇所

＜京都府における安定ヨウ素剤の備蓄場所＞

 避難住民等に対する安定ヨウ素剤の緊急配布に備え、京都府は計26箇所の施設に合計で丸剤
400,000丸と粉末剤8,000ｇを備蓄。

 緊急配布は県及び関係市町職員が、備蓄先より一時集合場所等に設置する緊急配布場所に搬送
の上、対象住民等に順次配布・調製を実施予定。

 乳幼児及び新生児向けのゼリー状安定ヨウ素剤を備蓄



PAZ

UPZ

滋賀県における避難住民等に対する安定ヨウ素剤の備蓄状況と緊急配布滋賀県における避難住民等に対する安定ヨウ素剤の備蓄状況と緊急配布
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（凡例）

：安定ヨウ素剤備蓄場所

：安定ヨウ素剤緊急配布場所

滋賀県：129箇所中
大飯地域周辺備蓄13箇所

安定ﾖｳ素剤備蓄場所

県及び市町職員により、安定ﾖｳ素剤の搬送を実施

計４０箇所

一時集合場所等
（計14箇所）

高島市：14箇所

安定ﾖｳ素剤の緊急配布を実施

 避難住民等に対する安定ヨウ素剤の緊急配布に備え、滋賀県は計129箇所の施設に合計で丸剤
592,000丸、粉末剤2,350ｇ及び乳幼児向けのゼリー状安定ヨウ素剤2,580包を備蓄。

 緊急配布は備蓄場所となっている一時集合場所等にて、県及び関係市町職員が、対象住民等に順
次配布・調製を実施。

＜滋賀県における安定ヨウ素剤の備蓄場所＞
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